
簡易型 

工事名：令和８・９・１０年度幕張メッセ施設整備消防設備工事 

工 種：消防施設工事 
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（別添） 

３ 総合評価に関する事項 

（１）評価の方法 

  ア 価格と価格以外の要素がもたらす総合評価は、入札参加者の「標準点」と「加算点」の合計

と当該入札者の入札価格で除して得た数値（以下「評価値」という。）をもって行う。 

総合評価の型式 簡易型 

総合評価の方法 【評価値＝(標準点＋加算点)÷入札額】 
標準点     １００点 

加算点の最大点  ３０点 

 

  イ 「加算点」は、下表のうち本案件で評価を行う評価項目毎に評価を行った結果、得られた

「評価点の合計値」が、入札参加者のうち、最も高い者に「加算点」の最大点を与える。その

他の者は「評価点の合計点」に応じ按分して求められる点数を「加算点」として与える。 

 

（２）価格以外の評価点の算定方法 

  価格以外の評価項目は、下表によるものとする。申請に当たっては、表下部の記載事項について

十分確認を行うこと。 

  ア 価格以外の評価点を算定する評価項目及び評価基準 

評 価 項 目 配点 評 価 基 準 評価点 

ア 施工計画 

 課題 Ａ「工程管理」及び 

Ｂ「安全管理」 

 

 に関する施工上の工夫 

※上記課題Ａ、Ｂのいずれか一方の提案で

も可とし、提案数は合計３提案までとす

る。 

１０点 総合的に優れる １０点 

適切で優れる ６点 

適切で良好 ３点 

適切で可 ０点 

イ 企業の施工実績 

・過去１０年間の同種工事の施工実績に

より評価 

・同種工事：鉄筋コンクリート造、鉄骨

鉄筋コンクリート造又は鉄骨造の建築

物に係る消防施設工事を元請で施工し

た工事 

２点 
国・県等の実績 ２点 

市町村等の実績 １点 

その他の実績又は実績なし ０点 

ウ 工事成績評定 

・千葉県所掌工事（消防施設工事）にお

ける過去の工事成績評定点の平均によ

り評価 

・対象となる評定点がない場合は平均点

を６５点で評価 

６点 

～ 

－４点 

８０点以上 ６点 

８０点未満７７．５点以上 ５点 

７７．５点未満７５点以上 ４点 

７５点未満７２．５点以上 ３点 

７２．５点未満７０点以上 ２点 

７０点未満６５点以上 ０点 

６５点未満 －４点 
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エ 優良工事表彰対象工事 

・過去２か年度間の工事（〇〇工事）に

おける優良工事表彰対象工事を評価 

２点 
優良工事表彰対象工事あり ２点 

なし ０点 

オ 難工事表彰 

・過去２か年度間の工事（〇〇工事）に

おける難工事表彰を評価 

・優良工事表彰対象工事で評価された場

合、難工事表彰は評価対象外 

１点 
表彰あり １点 

なし ０点 

カ 登録基幹技能者の配置 

・当該工事に関連する種類の登録基幹技

能者を配置する場合に評価 

・評価対象者は、元請又は１次下請企業

の技能者（元請の監理（主任）技術者

を除く） 

１点 

配置あり １点 

なし ０点 

キ ＩＣＴ活用工事の実施 

・当該工事において「千葉県県土整備部

ＩＣＴ活用工事実施要領」に基づき、

ＩＣＴ施工技術を活用する場合に評価

（詳細は実施要領の別添「千葉県  

ＩＣＴ活用工事に係る総合評価方式及

び工事成績評定における加点措置一覧

表」のとおり） 

【対象工種】ＩＣＴ〇〇工 

１点 

活用あり １点 

なし ０点 

ク 不誠実な行為 

・千葉県所掌工事における過去の不誠実

な行為の有無を評価 

０点 

～ 

－４点 

なし ０点 

過去１年間に不誠実な行為に

よる文書注意あり 
－２点 

過去２年間に不誠実な行為に

よる指名停止あり 
－４点 

ケ 主任（監理）技術者資格 

・主任（監理）技術者が保有する資格を

評価 

２点 １級〇〇施工管理技士又は技

術士（技術士は、〇〇工事業

に係るものに限る） 

２点 

その他の資格 ０点 

コ 配置予定技術者の施工経験 

・過去１０年間の同種工事の施工経験に

より評価 

・同種工事：鉄筋コンクリート造、鉄骨

鉄筋コンクリート造又は鉄骨造の建築

物に係る消防施設工事を元請で施工管

理実績がある工事 

・工場製作期間を除く期間に配置された

技術者を評価 

２点 
国・県等の実績 ２点 

市町村等の実績 １点 

その他の実績又は実績なし ０点 
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サ 主任（監理）技術者の工事成績 

・主任（監理）技術者として施工した千

葉県所掌工事（消防施設工事）におけ

る過去４か年度間に完成した工事の成

績を評価 

２点 
８０点以上の実績あり ２点 

なし ０点 

シ 若手技術者・女性技術者の配置 

・若手技術者（４０歳未満）又は女性技

術者を現場代理人（主任技術者と同等

の資格を有する者に限る）、主任技術

者、監理技術者（専任特例の場合の監

理技術者を含む）又は監理技術者補佐

として配置する場合に評価 

１点 

配置あり １点 

なし ０点 

ス 継続教育（ＣＰＤ）の取組状況 

・各団体 (建築ＣＰＤ運営会議又は 

（公社）日本技術士会)の推奨単位の

取得状況を評価 

１点 
実績あり １点 

なし ０点 

セ 地域精通度 

・過去１０年間の千葉県内での施工実績

により評価 

２点 国・県等の実績 ２点 

市町村等の実績 １点 

その他の実績又は実績なし ０点 

ソ 災害協定締結の有無 

・協定（「地震・風水害・その他の災害

応急対策に関する業務基本協定」（〇

〇〇〇））の締結を評価 

３点 〇〇土木事務所と細目協定の

締結あり 
３点 

千葉県と基本協定の締結あり ２点 

なし ０点 

２点 
千葉県と基本協定の締結あり ２点 

なし ０点 

タ 基礎的事業継続力（ＢＣＰ）の認定 

・関東地方整備局長から受けた災害時の

基礎的事業継続力（ＢＣＰ）の認定の

有無を評価 

１点 
認定あり １点 

なし ０点 

チ 県内企業の活用 

・当該工事における県内企業の活用状況

について評価 

２点 ・入札参加希望者が県内企業 

・入札参加希望者が県外企業

であり、下請負金額の  

７０％以上を県内企業と契

約予定 

２点 

・入札参加希望者が県外企業

であり、下請負金額の  

５０％以上７０％未満を県

内企業と契約予定 

１点 

その他 ０点 
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ツ 営業拠点 

・当該管内（〇〇土木事務所）の本店有

無を評価 

２点 

当該管内に本店あり ２点 

・当該管内で細目協定を〇〇土木事務所

と締結している支店がある場合は本店

ありとして評価 

なし ０点 

テ 県産品の活用 

・指定された品目（〇〇 〇ｔ）につい

て当該工事に使用する場合に評価 

１点 
指定品目の活用あり １点 

なし ０点 

ト 地域特有貢献 

・千葉県が管理する公共施設での地域美

化活動のボランティア実績、千葉県内

在住の障害者雇用実績、千葉県内在住

の高年齢者雇用実績、千葉県内在住の

女性雇用実績を評価 

１点 

いずれか１件に該当 １点 

該当なし ０点 

ナ 手持工事量の状況 

・千葉県所掌工事（〇〇工事）における

「過去２か年度間の平均受注額」と

「年間受注額」との比率で評価 

１点 
１．０未満 １点 

１．０以上 ０点 

ニ 災害活動実績 

・過去２年間の当該管内（〇〇土木事務

所）での災害活動実績を評価 

１点 
活動実績あり １点 

なし ０点 

  ・二重取り消し線が付された項目については、評価の対象としない。 

  ・「イ 企業の施工実績」、「コ 配置予定技術者の施工経験」、「セ 地域精通度」での“施工実績”及び“施工経験”

は、入札公告の前年度までの１０か年度間に当該年度の入札公告の日までを加えた期間（平成２８年４月１日～

入札公告の日）に完成した工事を評価の対象とする。ただし、共同企業体の構成員としての実績は、出資比率 

２０％以上の場合のものに限る。 

   なお、「コ 配置予定技術者の施工経験」において、当該期間に出産や育児等による休業期間がある場合は、評価

対象期間を延長する。また、配置技術者を途中変更していた場合は、従事期間が最も長い技術者のみ評価する。 

  ・「ウ 工事成績評定」の評価対象は、本案件の発注工種における以下の工事とする。 

   １ 過去２か年度間に完成した千葉県発注の予定価格５千万円以上の工事 

   ２ ただし、上記１に該当する工事がない場合は、過去２か年度間に完成した千葉県発注の全ての工事 

   ３ ただし、上記２に該当する工事がない場合は、過去５か年度間に完成した千葉県発注の全ての工事 

   なお、ここでの“過去２か年度間”の期間は、入札公告の日の属する年度を除く、過去２年間（令和６年４月１

日～令和８年３月３１日）をいい、“過去５か年度間”の期間は、入札公告の日の属する年度を除く、過去５年間

（令和３年４月１日～令和８年３月３１日）をいう。 

  ・「ウ 工事成績評定」、「ク 不誠実な行為」、「サ 主任（監理）技術者の工事成績」、「ナ 手持工事量の状況」の、

“千葉県所掌工事”とは、県土整備部、農林水産部、総務部、防災危機管理部、環境生活部、教育庁、企業局、

警察本部、病院局所掌の工事とする。 

  ・「エ 優良工事表彰対象工事」とは、本案件の発注工種において、令和５年度又は令和６年度に完成した工事で、

千葉県優良建設工事等表彰要綱第２の１（１）～（５）の全てに該当する工事をいう。 

   【参考】千葉県優良建設工事等表彰要綱（関係部分抜粋） 

       （表彰審査対象） 

       第２の１ 表彰審査対象となる県発注工事は、次の各号に定める要件の全てに該当するものとする。 

       （１）最終請負金額が５００万円以上の工事であること。 

       （２）原則として県内業者が受注した工事であること。 

       （３）表彰年度の前年度に完成した工事であること。 

       （４）契約工期内に完成した工事であること。 

       （５）工事成績評定点が８１点以上の工事であること。 
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  ・「オ 難工事表彰」とは、本案件の発注工種において、令和６年度又は令和７年度に千葉県県土整備部難工事表彰

要綱に基づく難工事表彰を受賞した工事をいう。 

  ・「ク 不誠実な行為」の減点の対象は、以下のとおりとする。 

   １ 千葉県所掌工事における過去の不誠実な行為について、不誠実な行為による「指名停止あり」については過

去２年間の指名停止期間にかかるものを減点の対象とする。（事故に関するものは除く。） 

   ２ 不誠実な行為による「文書注意あり」については過去１年間の文書注意日にかかるものを減点の対象とする。

（事故に関するものは除く。） 

   なお、ここでの“過去２年間”の期間は、入札公告の日から遡った２年間（例：入札公告の日が令和８年４月１

日の場合、令和６年４月１日から令和８年４月１日まで）をいい、“過去１年間”の期間は、入札公告の日から遡

った１年間（例：入札公告の日が令和８年４月１日の場合、令和７年４月１日から令和８年４月１日まで）をい

う。 

  ・「サ 主任（監理）技術者の工事成績」の“過去４か年度間”の期間は、入札公告の日の属する年度を除く、過去

４年間（令和４年４月１日～令和８年３月３１日）をいう。当該期間に出産や育児等による休業期間がある場合

は、評価対象期間を延長する。また、配置技術者を途中変更していた場合は、従事期間が最も長い技術者のみ評

価する。 

  ・「シ 若手技術者・女性技術者の配置」で評価対象となる技術者は、当該工事で配置が認められているものに限る。 

  ・「ツ 営業拠点」の細目協定は、「ソ 災害協定締結の有無」の協定に基づくものを対象とする。 

  ・「テ 県産品の活用」は、「１ 一般競争入札に付する事項」に記載する主要資材のうち、県産品を使用予定の場

合に評価する。 

  ・「ナ 手持工事量の状況」の手持工事量比率の算出方法は、以下のとおりとする。 

手持工事量比率 ＝ 年間受注額 ÷ 過去２か年度間の平均受注額 

   ここでの「年間受注額」とは、入札公告の日から遡った１年間（例：入札公告の日が令和８年４月１日の場合、

令和７年４月１日から令和８年４月１日まで）に契約した建設工事の受注額の合計額とする。ただし、工事請負

代金額５００万円未満の建設工事を除く。 

   「過去２か年度間の平均受注額」とは、令和６年度及び令和７年度に契約した建設工事の受注額の合計を２で除

した額とする。ただし、工事請負代金額５００万円未満の建設工事を除く。 

  ・「ニ 災害活動実績」とは、当該管内における災害発生時に実施した「ソ 災害協定締結の有無」の協定に基づく

応急復旧工事等（パトロールや予防活動を除く）をいう。なお、ここでの“過去２年間”の期間は、入札公告の

前年度までの２か年度間に当該年度の入札公告の日までを加えた期間（令和６年４月１日～入札公告の日）をい

う。 

  ・配置予定技術者を複数提出している場合は、配置予定技術者に係る「ケ 主任（監理）技術者資格」、「コ 配置

予定技術者の施工経験」、「サ 主任（監理）技術者の工事成績」及び「ス 継続教育（ＣＰＤ）の取組状況」の

評価点の合計値が最も低い技術者で評価するものとする。なお、工場製作を含む工事で、工場製作期間と現場期

間で配置予定技術者を分けて配置する場合は、現場期間の技術者で提出すること。 

 

（３）評価内容の担保 

   「ア 施工計画の評価」、「カ 登録基幹技能者の配置」、「キ ＩＣＴ活用工事の実施」、「ケ 

主任（監理）技術者資格」、「コ 配置予定技術者の施工経験」、「サ 主任（監理）技術者の工事

成績」、「シ 若手技術者・女性技術者の配置」、「ス 継続教育（ＣＰＤ）の取組状況」、「チ 県

内企業の活用」及び「テ 県産品の活用」について、本案件で評価を行う項目の履行状況につい

て確認を行う。このとき、「テ 県産品の活用」においては、記載された数量を履行義務の対象と

する。 

   受注者の責において、評価内容が満足できない場合は、工事成績評定を減ずる。この場合の減

点は、考査項目「法令遵守等」の総合評価による減点として３点減ずるものとする。 

   なお、履行状況が特に悪質と認められる場合は、指名停止措置を行う。 

 

（４）一抜け方式対象案件について 

   一抜け方式入札の場合、提出する技術資料は各様式１つとし、原則として参加を希望する全て

の工事で、各評価項目の申請点数は同一にして提出すること。 

   ただし、「チ 県内企業の活用」の評価項目で工事毎に申請点数が異なる場合、様式第１号及び

様式第１１号は参加を希望する全ての工事分について、参加を希望する工事のうち、開札順が一

番早い案件に一括して提出すること。 
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（５）その他 

   上記に定めのない事項については、入札公告の日時点で最新の「千葉県総合評価方式ガイドラ

イン」によるものとする。 

 


